一 

お ほとの さま もと 

堀川の 大 殿様の やうな 方 は、 これまで は 固より、 後 

の 世に は 恐らく 二人と はいらつ しゃいますまい。 噂に 

聞きます と、 あの方の 御 誕生になる 前に は、 

だい ゐ とくみ やうおう おん は，^ ぎみ 

大 威徳 明 王 の 御 姿が 御 母君の 夢枕に お立ちに なった と 

か 申す 事で ございま すが、 兎に角 御 生れつきから、 並々 

の 人間と は 御 違 ひに なって ゐ たやう でございます。 で 

ございま すから、 あの方の 為さい ました 事に は、 一 つ 

として 私 どもの 意表に 出て ゐな いもの は ございません。 



早い話が 堀川のお 邸の 御 規模 を 拝見 致しましても、 壮 

大と 申し ませう か、 豪放と 申し ませう か、 到底 私 ども 

の 凡慮に は 及ばない、 思 ひ 切った 所が ある やうで ござ 

います。 中には また、 そこ を 色々 と あげつらって 大殿 

しく わうて い やう だい 

様の 御 性行 を始 皇帝 ゃ煬 帝に 比べ る もの も，、， /ざ います 

が、 それ は 諺 に 云 ふ 群盲の 象 を 撫でる やうな もので 

も ございませ うか。 あの方の 御 思 召 は、 決して その や 

う に 御 自分ば かり、 栄耀栄華 をな さ ら う と 申す ので は 

ございません。 それより はもつ と 下々 の 事まで 御考へ 

になる、 云 はば 天下と 共に 楽しむ とで も 申し さうな、 

大 腹中の 御 器量が ございました。 



て 居ります 地獄変 の 屏風の 由来 程、 恐ろしい 話 は，、， J ざ 

いますまい。 日頃 は 物に 御 騒ぎに ならない 大 殿様で さ 

へ、 あの 時ば かり は、 流石に 御 驚きに なった やうで ご 

ざいました。 まして 御 側に 仕へ て ゐた私 どもが、 魂 も 

消える ばかりに 思った の は、 申し上げ るまで も ござい 

ません。 中で もこの 私 なぞ は、 大 殿様に も 二十 年来 御 

奉公 申して 居り ましたが、 それで さへ、 あの やうな 凄 

みもの 

じい 見物に 出 遇った 事 は、 つい ぞ又 となかった 位で ご 

ざいます。 

しかし、 その 御 話 を 致します に は、 予め 先づ、 あの 

よし ひで 

地獄変の 屛風を 描きました、 良秀と 申す 画師の 事 を 申 



と、 V いて 居りましたら うか。 見た所 は 唯、 背の 低い、 

骨と 皮ば かりに 痩せた、 意地の 悪さうな 老人で ござい 

ました。 それが 大 殿様の 御 邸へ 参ります 時には、 よく 

ちゃう じぞめ かりぎぬ もみ,^ ぼし 

丁字 染の狩 衣に 揉 烏帽子 を かけて 居り ましたが、 人が 

らは 至って 卑しい 方で、 何故か 年より らし くもなく、 

唇の 目立って 赤い のが、 その上に 又 気味の 悪い、 如何 

にも 獣め いた 心 もち を 起させた もので ございます。 中 

に は あれ は 画筆 を 舐める ので 紅が つくの だな ど、 申し 

た 人 も 居りました が、 どう 云 ふ もので ございませ うか- 

たち ゐ ふるま ひ 

尤も それより 口の 悪い 誰彼 は、 良 秀の立 居 振舞が 猿の 

やう だと か 申しまして、 猿秀と 云ふ譯 名まで つけた 事 



がご ざいました。 

いや 猿秀と 申せば、 かやうな 御 話 も ございます。 そ 

の頃大 殿様の 御 邸に は、 十五になる 良秀の 一 人 娘が、 

こねう ばう 

小 女房に 上って 居り ましたが、 これ は 又 生みの親に は 

似 もっかない、 愛嬌の ある 娘で ございました。 その上 

早く 女親に 別れ ましたせ ゐか、 思 ひやり の 深い、 年よ 

り はませ た、 悧巧な 生れつきで、 年の 若い のに も 似ず、 

みだい さま 

何かとよ く 気がつく もので ございま すから、 御台 様 を 

始め 外の 女房た ちに も、 可愛が られて 居た やう で ，) J ざ 

V ます 

すると 何 かの 折に、 丹 波の 国から 人馴れた 猿 を 一 匹、 



かざした 儘、 片手に 紫 句の 桂の 袖 を 軽 さう に はら 

りと 開きます と、 やさしく その 猿 を 抱き上げて、 若殿 

様の 御前に 小 腰 を か > めながら 「恐れながら 畜生で ご 

ざいます。 どうか 御 勘弁 遊ばし まし。」 と、 涼しい 声で 

申し上げました。 

き お 

が、 若殿 様の 方 は、 気負って 駆けて お出でになった 

所で ございま すから、 むづ かしい 御顔 をな すって、 二 

三度 御み 足 を 御 踏 鳴し になりながら、 

「何で かば ふ。 その 猿 は柑子 盗人 だ ぞ。」 

「畜生で ございま すから、 …… 」 

娘 はもう 一 度 かう 繰返し ましたが やがて 寂し さう に 



しきり 

ながら、 頻に爪 を 嚙んで 居りました。 

かうな ると 又 妙な もので、 誰も 今までの やうに この 

小 猿 を、 いぢめ る もの は ございません。 いや、 反って 

だんく 可愛がり 始めて、 しま ひに は 若殿 様で さへ、 

時々 柿 や 栗 を 投げて 御 やりに なった ばかり か、 侍の 誰 

あしげ 

やらが この 猿 を 足蹴に した 時 なぞ は、 大層 御 立腹に も 

なった さう でございます。 その 後大 殿様が わざ /\ 良 

秀の 娘に 猿 を 抱いて、 御前へ 出る やうと 御沙汰に なつ 

たの も、 この 若殿 様の 御腹 立に なった 話 を、 御 聞きに 

なって からだと か 申しました。 その 序に 自然と 娘の 

猿 を 可愛が る 1^ 由 も 御 耳に は いったので ございませう。 



秀の事 を 申し上げ ませう。 成程 猿の 方 は、 かやう に 間 

もな く、 皆の ものに 可愛がられる やうに なり ましたが、 

かんじん あ ひか はらず 

肝腎の 良秀 はや はり 誰に でも 嫌 はれて、 相 不変 陰へ ま 

よば は 

はって は、 猿秀 呼り をされ て 居りました。 しかも そ 

れが 又、 御 邸の 中ば かりで は ございません。 現に 横 川 

の 僧都 様 も、 良秀と 申します と、 魔障に でも 御 遇 ひに 

なった やうに、 顔の 色 を 変へ て、 御 憎み 遊ばしました。 

(尤も これ は 良秀が 僧都 様の 御行 状 を 戯画に 描いた か 

らだ などと 申します が、 何分 下 ざまの 噂で ございます 

から、 確に 左様と は 申されますまい。) 兎に角、 あの 男 

の 不評判 は、 どちらの 方に 伺 ひましても、 さう 云 ふ 調 



つ て 行く 臭気 を、 嗅 い だと 申す も のさへ ) J ざ いました- 

それから 大 殿様の 御 云 ひつけで 描いた、 女房た ちの 

にせ ゑ 

似 絵な ども、 その 絵に 写された、 V けの 人間 は、 三年と 

尽 たない 中に、 皆 魂の 抜けた やうな 病気に なって、 死 

ん だと 申す では ございま せんか。 悪く 云 ふ ものに 申さ 

せます と、 それが 良秀の 絵の 邪道に 落ちて ゐる、 何よ 

りの 証拠 ださう で ご ざ います。 

が、 何分 前に も 申し上げました 通り、 横紙破りな 男 

でございますから、 それが 反って 良 秀は大 自慢で、 何 

時 ぞゃ大 殿様が 御 冗談に、 「その 方 は 兎角 醜い ものが 

好きと 見える。」 と 仰 有った 時 も、 あの 年に 似ず 赤い 唇 



はきだ 

「それ はならぬ。」 と 吐出す やうに 仰 有る と、 急に その 

儘 御 立に なって しま ひました。 かやうな 事が、 前後 四 

五遍も ございましたら うか。 今にな つて 考 へて 見ます 

と、 大 殿様の 良秀を 御覧になる 眼 は、 その都度 にだん 

だんと 冷やかに な つ ていら しった やうで ございます。 

すると 又、 それにつ けても、 娘の 方 は 父親の 身が 案じ 

られ るせ ゐで、 V も ございま すか、 曹司へ 下って ゐる時 

- つち ギ J 

など は、 よく 桂 の 袖 を嚙ん で、 しく/ \ 泣いて 居り ま 

けさう 

した。 そこで 大 殿様が 良秀の 娘に 懸想な すった などと 

申す 噂が、 愈々 拡がる やうに なった ので ございませう。 

中には 地獄変の 屏風の 由来 も、 実は 娘が 大 殿様の 御意 



に 従はなかった からだな どと 申す もの も 居ります が、 

元より さやうな 事が ある 害 は ございません。 

私 どもの 眼から 見ます と、 大 殿様が 良 秀の娘 を 御 下 

げ にならなかった の は、 全く 娘の 身の上 を 哀れに 思 召 

したからで、 あの やうに 頑 な 親の 側へ やる より は 御 

邸に 置いて、 何の 不自由な く暮 させて やらう と 云 ふ 難 

有 い 御考 へだった やうで，、 y J ざいます。 それ は 元よ り 気 

立ての 優しい あの 娘 を、 御 貝 頭 肩に なった のに は 間違 ひ 

ございません。 が、 色 を 御 好みに なった と 申します の 

けんき やう ふく わ い 

は、 恐らく 牽強 附会 の 説で ございませう。 いや、 跡 方 

もない 噓と 申した 方が、 宜しい 位で ございます。 



は ございますまい。 兎に角 さう 云 ふいろ/^ の 人間が、 

火と 煙と が 逆 捲く 中 を、 牛 頭 馬頭の 獄卒に 虐 まれて、 

大風に 吹き散らされる 落葉の やうに、 紛々 と 四方八方 

さすまた 

へ 逃げ 迷って ゐ るので ございます。 鋼 叉に 髪 をから ま 

かんなぎ たぐ ひ 

れて、 蜘蛛よりも 手足 を 縮めて ゐる女 は、 神 巫の 類 

で、 V も ございませ うか。 手 矛に 胸 を 刺し通されて、 

か はぼリ なまずり やう 

蝙蝠の やうに 逆にな つた 男 は、 生 受領 か 何 かに 相違 ご 

くろがね しもと 

ざいますまい。 その外 或は 鉄 の 笞に打 たれる もの、 

ちぴき ばんじゃく けて う くちばし 

或は 千曳の 磐石に 押される もの、 或は 怪 鳥の 嘴 に 

あぎと 

かけられる もの、 或は 又 毒 龍の 顎 に嚙 まれる もの —— 、 

かしゃく 

呵責 も 亦 罪人の 数に 応じて、 幾通り あるか わかり ませ 



ん。 

す さま 

が、 その 中で も 殊に 一 つ 目立って 凄じく 見える の は、 

けもの 

まるで 獣 の 牙の やうな 刀樹の 頂き を 半ば かすめて (そ 

るゐ /\ つらぬ 

の 刀樹の 梢に も、 多くの 亡者が 繫々 と、 五体 を 貫かれ 

て 居り ましたが) 中空から 落ちて 来る 一 輛の 牛車で ご 

ざい ませう。 地獄の 風に 吹き上げられた、 その 車の 

簾の 中には、 女御、 更衣に もまが ふば かり、 綺羅び や 

かに 装った 女房が、 丈の 黒髪 を 炎の 中に なびかせて、 

うなじ そ 

白い 頸 を 反らせながら、 悶え 苦しんで 居ります が、 そ 

の 女房の 姿と 申し、 又 燃えし きって ゐる 牛車と 申し、 

何 一 つと して 炎熱地獄の 責 苦を傯 ばせ ない もの は ござ 



いません。 云 は、 X 広い 画面の 恐ろし さが、 この 一人の 

人物に 輳 つて ゐ ると でも 申し ませう か。 これ を 見る 

もの、 耳の 底に は、 自然と 物凄い 叫喚の 声が 伝 はって 

来る かと 疑 ふ 程、 入神の 出来映えで ございました。 

あ、、 これで ございます、 これ を 描く 為め に、 あの 

恐ろしい 出来事が 起った ので ございます。 又 さもな け 

れば 如何に 良 秀で も、 どうして かやう に 生々 と 奈落の 

苦艱が 画かれ ませう。 あの 男 はこの 屛 風の 絵 を 仕上げ 

た 代りに、 命 さへ も 捨てる やうな、 無惨な 目に 出 遇 ひ 

ました。 云 は、 V この 絵の 地獄 は、 本朝 第一 の 絵師 良秀 

が、 自分で 何時か 墜 ちて 行く 地獄 だ つたの で ござ い ま 



後 左右に、 群って ゐる のが 見えるな どと 申す 者 も ござ 

いました。 その 位で ございま すから、 いざ 画筆 を 取る 

となると、 その 絵 を 描き 上げる と 云 ふより 外 は、 何も 

彼 も 忘れて しま ふので ございませう。 昼も夜も 一 間に 

閉ぢ こもつ たきり で、 滅多に 日 の 目 も 見た 事 は ござ い 

ません。 II 殊に 地獄変の 屏風 を 描いた 時には、 かう 

云 ふ 夢中に なり 方が、 甚 しかった やうで ノ y ざい ま す。 

と 申します の は 何も あの 男が、 昼 も 都 も 下した 部 

屋の 中で、 結燈 台の 火の 下に、 秘密の 絵の具 を 合せた 

り、 或は 弟子た ち を、 水 干 やら 狩 衣 やら、 さまん \ に 

着飾らせて、 その 姿 を、 一人 づ、 丁寧に 写したり、 I 



I さう 云 ふ 事で は ございません。 それ 位の 変った 事な 

ら、 別に あの 地獄変の 屏風 を 描かな くと も、 仕事に か、 

つて ゐる 時と さへ 申します と、 何時でも やり 兼ねない 

男な ので ございます。 いや、 現に 龍 蓋 寺の 五 趣 生死の 

図 を 描きました 時な ど は、 当り前の 人間なら、 わざと 

眼 を 外ら せて 行く あの 往来の 屍骸の 前へ、 悠々 と 腰 を 

下して、 半ば 腐れ かかった 顔 や 手足 を、 髪の毛 一す ぢ 

も 違へ ずに、 写して 参った 事が ございました。 では、 

その 甚 しい 夢中に なり 方と は、 一 体 どう 云 ふ 事 を 申す 

のか、 流石に 御 わかりに ならない 方 もい らっしゃ いま 

せう。 それ は 唯今 詳しい 事 は 申し上げて ゐる暇 も ござ 



いません が、 主な 話 を 御 耳に 入れます と、 大体 先 かや 

うな 次第な の で) /ざ い ます。 

良秀の 弟子の 一 人が (これ もや はり、 前に 申した 男 

でございますが) 或 日 絵の具 を 溶いて 居ります と、 急 

に 師匠が 参りまして、 

ひるね 

「己 は 少し 午睡 をしょう と 思 ふ。 がどう もこの 頃 は 夢 

見が 悪い。」 とかう 申す ので ございます。 別に これ は 

珍しい 事で も 何でも ございま せんから、 弟子 は 手 を 休 

めずに、 唯、 

「さやう でございます か。」 と 一 通りの 挨拶 を 致し ま 

した。 所が、 良秀 は、 何時に なく 寂し さうな 顔 をして、 



つた 中に、 ぼんやりと 灯 をと もしながら、 まだ 焼 筆で 

図取り だけし か出来て ゐ ない 屏風が、 ぐるりと 立て 廻 

してあった さう でございます。 さて こ、 へ 参ります と、 

良 秀は肘 を 枕に して、 まるで 疲れ切った 人間の やうに、 

す や/^、 睡 入って しま ひました が、 もの、 半時と た 

ちません 中に、 枕 もとに 居ります 弟子の 耳に は、 何と 

も 彼と も 申し やうの ない、 気味の 悪い 声が はいり 始め 

ました。 



八 



それが 始めは 唯、 声で ございま したが、 暫くし ます 

ことば 

と、 次第に 切れ，^ な 語 になって、 云 は、 X 溺れ か、 つ 

た 人間が 水の 中で 呻る やうに、 かやうな 事 を 申す ので 

ございます。 

「なに、 己に 来い と 云 ふの だな。 —— どこへ —— どこ 

へ 来い と？ 奈落へ 来い。 炎熱地獄へ 来い。 —— 誰 だ。 

さう 云 ふ 貴様 は。 —— 貴 様 は 誰 だ —— 誰 だ と 思った 

ら」 

弟子 は 思 はず 絵の具 を 溶く 手 を やめて、 恐る/ \ 師 



る。」 

その 時、 弟子の 眼に は、 朦朧と した 異形の 影が、 屛 

おもて 

風の 面 を かすめて むらむらと 下りて 来る やうに 見え 

た 程、 気味の 悪い 心 もちが 致した さう でございます。 

勿論 弟子 はすぐ に 良 秀に手 を かけて、 力の あらん 限り 

ゆめう つ、 ひと ごと 

揺り 起し ましたが、 師匠 は猶 夢現 に 独り 語 を 云 ひつ > 

けて、 容易に 眼の さめる 気色 は ございません。 そこで 

弟子 は 思 ひ 切って、 側に あった 筆洗の 水 を、 ざぶ リと 

あの 男の 顔へ 浴びせ かけました。 

「待って ゐ るから、 この 車へ 乗って 来い —— この 車へ 

乗って、 奈落へ 来い II 」 と 云 ふ 語が それと 同時に、 



くな つて 参った ので ございませう。 どこから 出した か、 

細い 鉄の 鎖 を ざら くと 手繰りながら、 殆ど 飛びつ く 

やうな 勢 ひで、 弟子の 背中へ 乗り かかり ますと、 否応 

なしに その 儘 両腕 を捻ぢ あげて、 ぐる/ \ 巻きに 致し 

てし まひました。 さう して 又 その 鎖の 端 を 邪慳に ぐい 

と 引きました からた まりません。 弟子の 体 はは づみを 

食って、 勢よ く 床 を 鳴らしながら、 ごろ リと そこへ 横 

倒しに 倒れて しまったので ございます。 



九 



間、 縛られて ゐる 弟子の 身が、 どの位 苦しかった かと 

云 ふ 事 は、 何も わざ/ \ 取り立て、 申し上げ るまで も 

ございますまい。 

が、 もし 何事 も 起らなかった と 致しましたら、 この 

苦しみ は 恐らく まだ その上に も、 つ、 V けられた 事で ご 

ざい ませう。 幸 (と 申します より、 或は 不幸に と 申し 

た 方が よろしい かも 知れません。) 暫く 致します と、 部 

屋の 隅に ある 壷の 蔭から、 まるで 黒い 油の やうな もの 

が、 一 すぢ 細く うねりながら、 流れ出して 参りました。 

それが 始の中 は 余程 粘り気の ある もの、 やうに、 ゆつ 

くり 動いて 居り ましたが、 だんく 滑らかに、 ヒリ 始 



めて、 やがてち らく 光りながら、 鼻の 先まで 流れ着 

いたの を 眺めます と、 弟子 は 思 はず、 息 を 引いて、 

「蛇が II 蛇が。」 と 喚きました。 その 時 は 全く 体中 

の 血が 一時に 凍る かと 思った と 申します が、 それ も 無 

現 は ございません。 蛇 は 実際もう 少しで、 鎖の 食 ひこ 

んでゐ る、 頸の 肉へ その 冷い 舌の 先 を 触れよう として 

ゐ たので ございます。 この 思 ひも よらない 出来事に は、 

いくら 横道な 良 秀で も、 ぎょっと 致した ので ございま 

せう。 慌てて 画筆 を 投げ 棄 てながら、 咄嗟に 身 を かが 

めた と 思 ふと、 素早く 蛇の 尾 をつ かまへ て、 ぶら りと 

逆に 吊り下げました。 蛇 は 吊り下げられながら も、 頭 



を 上げて、 きり/^ と 自分の 体へ 巻つ きました が、 ど 

うしても あの 男の 手の 所まで はと どきません。 

「おのれ 故に、 あったら 一筆 を 仕損じた ぞ。」 

良秀は 忌々 しさう にかう 眩く と、 蛇 は その 儘 部屋の 

隅の 壺の 中へ 抛り こんで、 それから さも 不承 無 承に、 

弟子の 体へ か、 つて ゐる鎖 を 解いて くれました。 それ 

も 唯 解いて くれたと 云 ふ 丈で、 肝腎の 弟子の 方へ は、 

優しい 言葉 一 つかけ て はやりません。 大方 弟子が 蛇に 

嚙 まれる よりも、 写真の 一筆 を 誤った のが、 業腹 だつ 

たので ございませう。 —— 後で 聞きます と、 この 蛇 も 

やはり 姿 を 写す 為に わざく あの 男が 飼って ゐ たの だ 



さう でございます。 

これ だけの 事 を 御 聞きに なった ので も、 良 秀の気 違 

ひじみ た、 薄 気味の 悪い 夢中に なり 方が、 略 御 わかり 

になった 事で ございませう。 所が 最後に 一 つ、 今度 は 

まだ 十三 四の 弟子が、 やはり 地獄変の 屏風の 御 かげで、 

云 は、 X 命に も 関 はり 兼ねない、 恐ろしい 目に 出 遇 ひま 

した。 その 弟子 は 生れつき 色の 白い 女の やうな 男で ご 

ざい ましたが、 或 夜の 事、 何気なく 師匠の 部屋へ 呼ば 

てのひら 

れて 参ります と、 良 秀は燈 台の 火の 下で 掌 に 何やら 

なまぐさ 

腥 い 肉 をのせ ながら、 見慣れない 一羽の 鳥 を 養って 

ゐ るので ございます。 大きさ は 先、 世の常の 猫 ほど も 



う 疵のー つや 二つ は 負 はされ て 居りました らう。 あつ 

と 云 ひながら、 その 袖 を 振って、 逐ひ払 はう とする 所 

を、 耳 木 兎 は 蓋に かかって、 嘴 を 鳴らしながら、 又 一 

突き —— 弟子 は 師匠の 前 も 忘れて、 立って は 防ぎ、 坐 

つて は逐 ひ、 思 はず 狭い部屋の 中 を、 あちらこちらと 

逃げ惑 ひました。 怪鳥も 元より それに つれて、 高く 低 

く 翔りながら、 隙 さへ あれば 驀地に 眼 を 目が けて 飛 

んで 来ます。 その 度にば さ/^ と、 凄じく 翼 を 鳴す の 

しぶき す 

が、 落葉の 匂 だか、 滝の 水沫 とも 或は 又 猿 酒の 鐘 ゑた 

いきれ だか 何やら 怪しげな もの、 け は ひ を 誘って、 気 

味の 悪さと 云ったら ございません。 さう 云へば その 弟 



へ かけて、 きりきりと 捲き つ いて ゐ るので ございます- 

大方 これ は 弟子が 居す くまる 拍子に、 そこにあった 壺 

を ひっくり返して、 その 中の 蛇が 這 ひ 出した の を、 耳 

木 兎が なまじ ひに 握み か、 らうと したば かりに、 と 

う く かう 云 ふ 大騒ぎが 始まった ので ございませう。 

二人の 弟子 は 互に 眼と 眼と を 見合せ て、 暫く は 唯、 こ 

の 不思議な 光景 を ぼ ん やり 眺め て 居り ましたが、 やが 

て 師匠に 黙礼 をして、 こそ/^ 部屋へ 引き 下って しま 

ひました。 蛇と 耳 木 兎と がその 後 どうな つた か、 それ 

は 誰も 知って ゐる もの は ございません。 —— 

たぐ ひ 

かう 云 ふ 類 の 事 は、 その外 まだ、 幾つと なく ござい 



従って その 間の 事に 就いては、 別に 取り立て、 申し 

上げる 程の 御 話 も ございません。 もし 強 ひて 申し上げ 

おや-ち な ぜ 

ると 致しましたら、 それ は あの 強情な 老爺が、 何故か 

もろ 

妙に 涙脆くな つて、 人の ゐ ない 所では 時々 独りで 泣い 

てゐ たと 云 ふ 御 話 位な もので ございませう。 殊に 或 日、 

何 かの 用で 弟子の 一人が、 庭先へ 参りました 時 なぞ は 

廊下に 立 つ て ぼんやり 春の 近い 空 を 眺めて ゐる 師匠の 

眼が、 涙で 一 ぱいに なって ゐ たさう でございます。 弟 

子 は それ を 見ます と、 反って こちらが 恥し いやうな 気 

がした ので、 黙って こそく 引き返し たと 申す 事で ご 

ご しゅしゃ うじ 

ざいます が、 五 趣 生死の 図 を 描く 為に は、 道ば たの 屍 



骸 さへ 写した と 云 ふ、 傲慢な あの 男が、 屛 風の 画が 思 

ふやう に 描け ない 位の 事で、 子供ら しく 泣き出す など 

と 申す の は、 随分 異な もので ございま せんか。 

所が 一方 良秀が この やうに、 まるで 正気の 人間と は 

思 はれない 程 夢中に なって、 屛 風の 絵 を 描いて 居り ま 

す 中に、 又 一方で は あの 娘が、 何故か だんく 気鬱に 

なって、 私 どもに さへ 涙を堪 へて ゐる容 子が、 眼に 立 

うれ ひが ほ 

つて 参りました。 それが 元来 愁 顔の、 色の 白い、 つ、 

まつげ 

まし やかな 女 だけに、 かうな ると 何だか 睫毛が 重くな 

くま 

つて、 眼の ま はりに 隈 がか、 つた やうな、 余計 寂しい 

気が 致す の で ，) J ざい ま す。 初 はやれ 父 思 ひの せゐ だの、 



やれ 恋 煩 ひ をして ゐ るから だの、 いろ/ \ 臆測 を 致し 

たもの がご ざいます が、 中頃から、 なに あれ は大 殿様 

が 御意に 従 はせ ようとして いらっしゃ るの だと 云 ふ 評 

判が 立ち 始めて、 夫から は 誰も 忘れた 様に、 ばったり 

あの 娘の 噂 をし なくなって 了 ひました。 

丁度 その 頃の 事で ございませう。 或 夜、 更が闌 けて 

から、 私が 独り 御 廊下 を 通 りか、 リ ますと、 あの 猿の 

良秀 がいきな り どこから か 飛んで 参りまして、 私の 袴 

の 裾 を 頻りに ひっぱる ので ございます、 確、 もう 梅の 

匂で も 致し さうな、 うすい 月の 光の さして ゐる、 暖ぃ 

夜で ございま したが、 其 明りです かして 見ます と、 猿 



池の 水が 枝ぶ りの やさしい 松の 向う に ひろ，^ と 見渡 

せる、 丁度 そこ 迄 参った 時の 事で ございます。 どこか 

近くの 部屋の 中で 人の 争って ゐ るら しいけ は ひが、 

あわた > 

慌 しく、 又 妙に ひっそりと 私の 耳 を 脅しました。 あ 

たり は どこも 森と 静まり返って、 月明りと も 靄と もつ 

かない もの、 中で、 魚の 跳る 音が する 外 は、 話し声 一 

つ 聞え ません。 そこへ この 物音で ございま すから。 私 

は 思 はず 立 止って、 もし 狼藉者で、 もあった なら、 目 

にもの 見せて くれようと、 そっと その 遣 戸の 外へ、 息 

を ひそめながら 身 をよ せました。 



十一 一 



所が 猿 は 私の やり方が まだる かった ので ございませ 

う。 良秀 はさ もさ もも どかし さう に、 二三 度 私の 足の 

ま は リを艇 け ま はった と 思 ひます と、 まるで 咽 を 絞め 

られ たやうな 声で 啼 きながら、 いきなり 私の 肩の あた 

りへ 一 足 飛に 飛び 上りました。 私 は 思 はず 頸 を 反ら 

せて、 その 爪に かけられまい とする、 猿 は 又 水 干の 袖 

にか じりついて、 私の 体から ヒリ 落ちまい とする、 I 



I その 拍子に、 私 はわれ 知らず 二足 三 足よ ろめいて、 

その 遣り 戸へ 後 ざまに、 した、 か 私の 体 を 打ちつ け ま 

した。 かうな つて はもう 一刻 も 躊躇して ゐる 場合で は 

ございません。 私 は 矢庭に 遣り 戸 を 開け放して、 月明 

りのと どかない 奥の 方へ 跳り こまう と 致しました。 が 

さ へ ぎ 

その 時 私の 眼 を 遮った もの は —— いや、 それよりも 

もっと 私 は、 同時に その 部屋の 中から、 弾かれた やう 

に艇け 出さう とした 女の 方に 驚かされました。 女 は 出 

合 頭に 危く 私に 衝き 当ら うとして、 その 儘 外へ 転び 出 

ましたが、 何故か そこへ 膝 をつ いて、 息 を 切らしな が 

ら 私の 顔 を、 何 か 恐ろしい もので も 見る やうに、 戦 



き/^ 見上げて ゐ るので ございます。 

それが 良秀の 娘だった こと は、 何も わざ/ \ 申し 上 

げ るまで も ございますまい。 が、 その 晚の あの 女 は、 

いき.， （，- 

まるで 人間が 違った やうに、 生々 と 私の 眼に 映り まし 

た。 眼 は 大きく か、 V やいて 居ります。 頰も 赤く 燃えて 

居りました らう。 そこへ しどけ なく 乱れた 袴 や 桂が、 

何時もの 幼 さと は 打って 変った 艷 しさ さへ も 添へ て 

をり ます。 これが 実際 あの 弱々 しい、 何事に も 控へ目 

勝な 良秀の 娘で ございませ うか。 —— 私 は 遣り 戸に 身 

を 支へ て、 この 月明りの 中に ゐる 美しい 娘の 姿 を 眺め 

ながら、 慌 しく 遠の いて 行く もう 一人の 足音 を、 指さ 



すると その 晚の 出来事が あってから、 半月ば かり 後 

の 事で ございます。 或 日 良秀は 突然 御 邸へ 参りまして、 

大 殿様へ 直の 御 眼 通り を 願 ひました。 卑しい 身分の も 

の で) J ざ い ますが、 日頃から 格別 御意に 入って ゐ たか 

らで ございませう。 誰に でも 容易に 御 会 ひに なった 事 

のない 大 殿様が、 その 日 も 快く 御 承知に なって、 早速 

御前 近くへ 御召しに なりました。 あの 男 は 例の 通り、 

香 染めの 狩 衣に 萎えた 烏帽子 を 頂いて、 何時もより は 

一 層 気む づか しさうな 顔 をしながら、 恭しく 御前へ 平 



伏 致し ましたが、 やがて 嗄れた 声で 申します に は 

「兼ね，^ 御 云 ひつけに なりました 地獄変の 屛 風で ご 

ぬき 

ざいます が、 私 も 日夜に 丹誠 を抽ん でて、 筆 を 執り ま 

した 甲斐が 見えまして、 もはや あらまし は 出来 上った 

の も 同前で ございます る。」 

「それ は 目出度い。 予も 満足 ぢ や。」 

しかし かう 仰 有る 大 殿様の 御 声に は、 何故か 妙に 力 

の 無い、 張 合の ぬけた 所が ございました。 

「いえ、 それが 一 向 目出度く は ござり ませぬ。」 良秀 は、 

稍 腹 立し さうな 容 子で、 ぢ つと 眼 を 伏せながら、 「あら 

まし は 出来 上り ましたが、 唯一 つ、 今以て 私に は 描け 



ましく 御 笑 ひに なりました。 さう して その 御 笑 ひ 声に 

息をつ まらせ ながら、 仰 有い ますに は、 

「お、、 万事 その 方が 申す 通りに 致して 遣 はさう。 出 

来る 出来ぬ の 詮議 は 無益の 沙汰 ぢ や。」 

私 は その 御言 を 伺 ひます と、 虫の知らせ か、 何とな 

く 凄じい 気が 致しました。 実際 又大 殿様の 御容子 も、 

御 口の端に は 白く 泡が たまって 居ります し、 御 眉の あ 

たりにはびく/^--と 電 が 走って 居ります し、 まるで 

良秀の もの 狂 ひに 御 染みな すった のかと 思 ふ 程、 唯な 

ら なかった ので ございます。 それが ちょいと 言 を 御 切 

りになる と、 すぐ 又 何 かが 爆ぜた やうな 勢 ひで、 止め 



「難 有い 仕 合で ございま する。」 と、 聞え るか 聞えない 

かわからない 程 低い 声で、 丁寧に 御礼 を 申し上げ まし 

た。 これ は 大方 自分の 考 へて ゐた 目ろ みの 恐ろし さが ■ 

大 殿様の 御言 葉に つれて あり/ \ と 目の前へ 浮んで 来 

たからで ございませ うか。 私 は 一生の 中に 唯一度、 こ 

の 時 だけ は良秀 が、 気の毒な 人間に 思 はれました。 



に、 高々 と あぐら を 組んで いらっしゃいました。 その 

前後左右に 御 側の者 どもが 五六 人、 恭しく 居並んで 居 

りました の は、 別に 取り立てて 申し上げ るまで も ござ 

いますまい。 が、 中に 一人、 眼 だって 事 ありげ に 見え 

たの は、 先年 陸 奥の 戦 ひに 餓 ゑて 人の 肉 を 食って 以来、 

いきづの がう リき 

鹿の 生 角 さへ 裂く やうに なった と 云 ふ 強力の 侍が、 下 

かもめ じリ は そ 

に 腹 卷を着 こんだ 容 子で、 太刀 を鷗 尻に 佩き 反らせ 

ながら、 御 縁の下に 厳しく つくば つて ゐた 事で ござ 

なび 

います。 II それが 皆、 夜風に 靡く 灯の 光で、 或は 明 

るく 或は 暗く、 殆ど 夢現 を 分たない 気色で、 何故か も 

の 凄く 見え 渡って 居りました。 



ひに なった のか、 今度 は 唯 肩 を 揺って、 声 も 立てずに 

御 笑 ひな さりながら、 

「末代まで もない 観物ぢ や。 予も ここで 見物しょう。 

それく、 簾 を 揚げて、 良秀に 中の 女 を 見せて 遣さぬ 

ゝ 一 

力 」 

お ほせ ま つ 

仰 を 聞く と 仕 丁の 一 人 は、 片手に 松明の 火 を 高く 

かざしながら、 つか/ \ と 車に 近づく と、 矢庭に 片手 

を さし 伸ばして、 簾 を さらり と 揚げて 見せました。 け 

た、 ましく 音を立てて 燃える 松明の 光 は、 一 しきり 赤 

くゆらぎながら、 忽ち 狭い 耕の 中を鮮 かに 照し 出し ま 

したが、 輞の 上に 惨ら しく、 鎖に かけられた 女房 は I 



I あ、、 誰か 見 違へ を 致し ませう。 きらびやかな 繡の 

からぎ ぬ 

ある 桜の 唐衣に すべらかし 黒髪が 艷 やかに 垂れて、 う 

ちかた むいた 黄金の 釵子も 美しく 輝いて 見え ましたが、 

身なり こそ 違へ、 小 造りな 体つ き は、 色の 白い 頸 の あ 

たり は、 さう して あの 寂しい 位つ、 まし やかな 横顔 は、 

良秀の 娘に 相違 ございません。 私 は危く 叫び 声を立て 

ようと 致しました。 

あわ た ヾ 

その 時で ございます。 私と 向 ひあって ゐた侍 は 慌 

しく 身 を 起して、 柄頭 を 片手に 抑へ ながら、 屹 と良秀 

の 方 を 睨みました。 それに 驚いて 眺めます と、 あの 男 

はこの 景色に、 半ば 正気 を 失 つたので ござい ませう。 



今まで 下に 蹲 つて ゐ たのが、 急に 飛び立つ たと 思 ひ 

ますと、 両手 を 前へ 伸した 儘、 車の 方へ 思 はず 知らず 

走り か、 らうと 致しました。 唯 生憎 前に も 申しました 

力 ほ 力た ち 

通り、 遠い 影の 中に 居ります ので、 顔貌 ははつ きりと 

分りません。 しかし さう 思った の はほんの 一瞬間で、 

色 を 失った 良 秀の顔 は、 いや、 まるで 何 か 目に 見えな 

い 力が、 宙へ 吊り上げ たやうな 良 秀の姿 は、 忽ちう す 

暗がり を 切り抜いて ありく と 眼前へ 浮び 上りました。 

娘 を 乗せた 檳榔 毛の 車が、 この 時、 「火 を かけい」 と 云 

ふ大 殿様の 御言と 共に、 仕 丁た ちが 投げる 松明の 火 を 

浴びて 炎々 と 燃え 上った ので ， 、- /ざい ま す。 



地獄の 業苦 を 目の あたりへ 写し出し たかと 疑 はれて、 

私 始め 強力の 侍までお のづと 身の 毛が よだちました。 

すると その 夜風が 又 一渡り、 御 庭の 木々 の 梢に さつ 

と 通 ふ —— と 誰でも、 思 ひました らう。 さう 云 ふ 音が 

暗い 空 を、 どこと も 知らず 走った と 思 ふと、 忽ち 何 か 

黒い ものが、 地に もっかず 宙 にも 飛ばず、 鞠の やうに 

躍りながら、 御所の 屋根から 火の 燃えさ かる 車の 中へ、 

一 文字に とびこみました。 さう して 朱塗の やうな 袖 格 

子が、 ばら/^ と 焼け落ちる 中に、 のけ 反った 娘の 肩 

きぬ 

を 抱いて、 帛を 裂く やうな 鋭い 声 を、 何とも 云へ ず 苦 

しさう に、 長く 煙の 外へ 飛ばせました。 続いて 又、 二 



を 嬉し さう に 眺め てゐ た、 それば かりで は ございませ 

ん。 その 時の 良秀に は、 何故か 人間と は 思 はれない、 

夢に 見る 獅子 王の 怒りに 似た、 怪しげな 厳 さが ござ 

いました。 でございますから 不意の 火の手に 驚いて、 

啼き 騒ぎながら 飛び ま はる 数の 知れない 夜鳥で さへ、 

気の せ ゐか良 秀の揉 烏帽子の ま はりへ は、 近づかな か 

つた やうで ，、， /ざいます。 恐らく は 無心の 鳥の 眼に も、 

あの 男の 頭の 上に、 円光の 如く 懸 つて ゐる、 不可思議 

な 威厳が 見え たので ございませう。 

鳥で さへ さう でございます。 まして 私たち は 仕 丁 ま 

でも、 皆 息 を ひそめながら、 身の 内 も 震へ るば かリ、 



異様な 随喜の 心に 充ち 満ちて、 まるで 開眼の 仏で も 見 

る やうに、 眼 も 離さず、 良秀を 見つめました。 空 一面 

に 鳴り渡る 車の 火と、 それに 魂 を 奪 はれて、 立ちす く 

んでゐ る 良秀と —— 何と 云 ふ 荘厳、 何と 云 ふ 歓喜で ご 

ざい ませう。 が、 その 中で たった、 御 縁の 上の 大 殿様 

だけ は、 まるで 別人 かと 思 はれる 程、 御顔の 色 も 青 ざ 

さしぬき 

めて、 口元に 泡 を 御 ためにな りながら、 紫の 指貫の 膝 

を 両手に しっかり 御つ かみに なって、 丁度 喉の 渴 いた 

あ へ 

獣の やうに 喘ぎつ、 V けて いらっしゃいました。 …… 



二十 



その 夜 雪 解の 御所で、 大 殿様が 車 を 御 焼きに なった 

事 は、 誰の 口から ともなく 世上へ 洩れ ましたが、 それ 

に 就いては 随分い ろ/ \ な 批判 を 致す もの も 居った や 

まづ な ぜ 

うで ございます。 先 第一 に 何故 大 殿様が 良 秀の娘 を 御 

焼き殺し なすった か、 —— これ は、 かな はぬ 恋の 恨み 

からな すった の だと 云 ふ 噂が、 一 番多 うご ざいました。 

が、 大 殿様の 思 召し は、 全く 車 を 焼き 人 を 殺して まで 

も、 屛 風の 画 を 描かう とする 絵師 根性の 曲 なの を懲 



る 外 はない」 などと、 よく 仰 有った もので ございます。 

所が その後 一月ば かり 経って、 愈々 地獄変の 屏風が 

出来 上ります と 良秀は 早速 それ を 御 邸へ 持って 出て、 

恭しく 大 殿様の 御覧に 供へ ました。 丁度 その 時 は 僧都 

様 も 御 居 合 はせ になり ましたが、 屛 風の 画 を 一 目 御覧 

になり ますと、 流石に あの 一帖の 天地に 吹き荒んで ゐ 

る 火の 嵐の 恐し さに 御 驚きな すった ので ございませう。 

それまで は 苦い 顔 をな さりながら、 良 秀の方 を じ 

ろ/ \ 睨めつ けて いらし つたの が、 思 はず 知らず 膝 を 

打って、 「出かし 居った」 と 仰 有い ました。 この 言 を 御 

聞きに なって、 大 殿様が 苦笑な すった 時の 御容子 も、 
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